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■ 各地の取組 
 

【報道資料】 
 

○ 在日コリアンも被災地応援、東海で 22 日、福祉フェア【朝日 5.19】 
 

 県内の在日コリアンが高齢者福祉に取り組んでいるＮＰＯ法人「コリアンネットあいち」（名古屋市北区）

は２２日午前１１時から、東海市大田町前田で運営するデイサービスセンター「ゆめマダン」で、東日本大

震災の被災者を支援する「在日コリアン福祉フェア」を開く。 
 会場では、トウガラシなどの食材を販売し、キムチ豚丼などの軽食コーナーも設ける。また、在日の高齢

者がつくった小物のバザーもある。収益金は、東海市と姉妹都市提携をしている岩手県釜石市と、震災で被

災した仙台市の東北朝鮮初中級学校に贈る。民族衣装のチョゴリを折り紙でつくるコーナーもあり、被災地

へのメッセージを書き込んでもらう。 
 ＮＰＯの担当者は「地域で共に暮らす日本人と在日の被災者の力に少しでもなれれば」と話している。会

場は名鉄太田川駅から東へ徒歩約７分。問い合わせは同ＮＰＯ（０８０・３３６４・２９９６）。  
 

○ 紀州鉱山の朝鮮人追悼碑、日本自治体が私有地課税【聯合 5.17】 
 

日本の植民地時代に強制動員されて死亡した朝鮮人を追悼するために建立した記念碑の土地に、日本の地

方自治体が「公共性がない」として税金を課し、現地市民団体が強く反発している。  
 日本の市民団体「紀州鉱山の真実を明らかにする会」によると、同団体は昨年３月に、三重県熊野市の紀

州鉱山に強制動員され、現地で死亡した朝鮮人３５人を追悼する碑を建立した。  
 同碑には「朝鮮の故郷から遠く引き離され、紀州鉱山で働かされて、亡くなった人たち。父母とともに来

て亡くなった幼い子たち。わたしたちは、なぜ、みなさんがここで命を失わなければならなかったのかを明

らかにし、その歴史的責任を追及していきます」と書かれている。  
 市民団体は当初、鉱山を運営した石原産業と熊野市に土地提供や資金などの支援を要請したが、断られた。

そのため、在日韓国人有志に資金を借り、２００９年７月に土地を直接購入した。  
 熊野市は「公共性のない私有地」として、その土地に不動産取得税２万６３００円と固定資産税１万６２

００円を課税した。市民団体側は、「土地は朝鮮人強制動員事実を伝え、歴史的責任所在を明らかにする公

共的場所」と主張。朝鮮人を追悼する場に対する税金を、１円でも納入することは、日本の行政機関の侵略

犯罪に加担することだとして強く反発している。  
 これと関連し、同団体は３月１８日に三重県と熊野市に課税賦課処分の取り消しなどを求める行政訴訟を

津地裁に起こした。  
 紀州鉱山は１９３４～１９７８年に運営され、１９４０～１９４５年に江原道を中心に朝鮮人１０００人

余りが強制労働を強いられた。熊野市当局は当時、鉱山に強制動員されて死亡した英国人捕虜１６人の墓地

は史跡と指定して管理しているが、朝鮮人死亡者と関連しては何の措置も行っていないという。  
 民族問題研究所の朴漢竜（パク・ハンヨン）研究室長は、「日本の市民が朝鮮人強制動員現場を保存した

のは誤った過去を繰り返さないという重大な成果。自治体が公共性を否定するなら、真の韓日友好と連帯を

妨げる行為だ」と話した。 
 



○ 東日本大震災：公開座談会「３・１１を越えて」【毎日 5.19】 
http://mainichi.jp/enta/art/news/20110519ddm014040024000c.html 

 

【朝鮮新報関連記事】 
 

○ 「高校無償化」 横浜弁護士会会員が朝鮮学校訪問 
   http://www1.korea-np.co.jp/sinboj/j-2011/03/1103j0425-00001.htm 
 

○ 神奈川県強制連行調査団、総会と講演会 
    http://www1.korea-np.co.jp/sinboj/j-2011/01/1101j0425-00002.htm 
 

○ 東日本大震災 同胞、日本市民の笑顔 被災地で炊き出し 
    http://www1.korea-np.co.jp/sinboj/j-2011/01/1101j0427-00003.htm 
 

○ 東日本大震災 社民党政策審議会長 東北初中を訪問 
    http://www1.korea-np.co.jp/sinboj/j-2011/01/1101j0427-00002.htm 
 

○ 東京第２初級 新校舎竣工式 同胞、日本市民ら６００余人が祝う 
    http://www1.korea-np.co.jp/sinboj/j-2011/03/1103j0428-00003.htm 
 

○ 東京で「太陽節記念・日朝友好の集い」 
http://www1.korea-np.co.jp/sinboj/j-2011/01/1101j0516-00001.htm 

 

○〈本の紹介〉HOWS 報告と討論「日朝の青年学生は手をつなごう」 
http://www1.korea-np.co.jp/sinboj/j-2011/06/1106j0513-00004.htm 

 

■ 今後の取り組み 
 

○ 2011 年度同志社大学・日朝関係史講座「日朝関係の 2000 年」 
 

【日 時】5 月 13 日（金）～12 月９日（金）18 時 25 分～19 時 55 分、 

【会 場】同志社大学今出川キャンパス至誠館（Ｓ）３番教室 

（京都市上京区今出川通烏丸東入ル玄武町。地下鉄烏丸線「今出川」すぐ） 

ＴＥＬ０７５・２５１・３１２０。 

【主 催】同志社大学 KOREA 文化研究会 

詳細はこちら→ http://www.kyoto-minpo.net/event/archives/2011/05/13/post_3633.php 

 

○ 強制労働被害者補償立法の実現に向けて 5.26 院内集会 
 

【日 時】5月 26 日（木）午後 3時～4時 30 分（2時 45 分から通行証をお渡しします） 

【会 場】参議院議員会館 Ｂ１０６号室 

【主 催】強制連行・企業責任追及裁判全国ネットワーク（連絡先：矢野 090-2466-5184） 

 

○ 強制動員真相究明ネットワーク・強制動員真相究明全国研究集会 
 
【日 時】5月 28 日（土）14：00～29 日（日）17：00 

【場 所】神戸学生青年センター 078-851-2760 http://ksyc.jp/map.html 

     （阪急「六甲駅」下車徒歩３分、ＪＲ「六甲道駅：下車徒歩１０分） 

【参加費】１０００円（宿泊、神戸学生青年センター相部屋は２９００円） 

【主 催】強制動員真相究明ネットワーク（共同代表：飛田雄一・上杉聡・内海愛子） 

     TEL 078-851-2760（事務局長・小林久公さん  q-ko@sea.plala.or.jp） 

 


